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①
第
三
者
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

読
ん
だ
市
長
の
感
想
は
。

②
不
正
経
理
の
要
因
は
「
ア
ル
レ
ッ
キ
ー

ノ
」
だ
が
、
市
長
は
運
営
計
画
を
聞
い
て

い
た
の
か
。

③
不
正
経
理
、
赤
字
補
填
の
責
任
は
指
定

管
理
者
で
は
な
く
産
業
部
の
職
員
に
責
任

が
あ
る
と
思
う
が
。

④
警
察
に
お
願
い
す
る
と
、
核
の
部
分
が

表
に
出
る
と
理
解
す
る
が
。

⑤
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
公
園
は
現
在
直
営
だ
が
、

早
急
に
指
定
管
理
者
の
募
集
を
か
け
ら
れ

な
い
か
。

　
　

①
つ
か
み
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
と

い
う
の
が
率
直
な
感
想
。

②
口
頭
で
大
丈
夫
か
と
担
当
者
に
聞
く

と
、
大
丈
夫
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。
直

接
的
に
中
身
の
報
告
の
機
会
は
な
か
っ

た
。

③
あ
や
ふ
や
な
指
定
管
理
の
中
で
の
自
主

事
業
の
扱
い
だ
っ
た
。
一
定
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
司
法
に
判
断
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

④
警
察
に
よ
る
捜
査
が
全
容
解
明
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
資
料
等
を
提
出
。
最
終
的

な
告
訴
状
の
提
出
に
つ
い
て
警
察
と
調
整

し
て
い
る
。

⑤
再
発
防
止
策
を
構
築
し
た
上
で
、
物
産

館
を
含
め
た
施
設
の
指
定
管
理
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

企
業
誘
致
に
必
要
な
条
件
は
。

　
　

平
た
ん
で
広
い
用
地
、
物
流
に
係
る

道
路
や
主
要
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
、
電

力
の
送
電
、
十
分
な
工
業
用
水
、
排
水
路
、

人
材
確
保
。

　
　

世
界
的
な
事
業
で
あ
る
半
導
体
の
企

業
誘
致
を
期
待
し
て
い
る
。
工
業
用
水
供

給
能
力
調
査
業
務
に
係
る
期
間
は
。

　
　

半
導
体
、
医
療
、
工
業
用
水
を
求
め

て
い
る
企
業
に
あ
た
り
た
い
。
調
査
は
年

内
に
一
定
の
区
切
り
を
つ
け
、
周
辺
の
農

業
や
生
活
用
水
へ
の
影
響
な
ど
見
極
め
る

調
査
を
、
２
分
の
１
の
県
補
助
で
行
い
た

い
。

　
　

今
の
職
員
体
制
で
誘
致
合
戦
に
負
け

な
い
か
。
ま
た
、
地
元
住
民
に
き
ち
ん
と

説
明
を
し
な
い
と
、
企
業
誘
致
の
足
か
せ

に
な
っ
て
は
ま
ず
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

チ
ャ
ン
ス
と
思
え
ば
応
援
体
制
も
必

要
な
の
で
、
議
会
に
も
ご
相
談
し
た
い
。

地
元
住
民
に
も
早
急
に
説
明
を
し
た
い
。

 
 
 

　
　

行
政
改
革
で
正
規
職
員
は
３
５
２
人

と
な
り
、
平
成
18
年
４
月
１
日
時
点
の
４

３
２
人
を
基
準
と
す
る
と
80
人
も
減
少
し

長
時
間
労
働
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
業
務
量
を
考
え
る
と
、
正
規
職
員
不

足
は
改
善
す
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
。
市

長
は
職
員
を
守
る
責
任
が
あ
る
。
市
正
規

職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
の
考
え
は
。

　
　

平
成
29
年
４
月
１
日
の
職
員
数
３
６

８
名
を
基
準
に
適
正
な
人
員
配
置
を
図

る
。

　
　

職
員
の
休
日
未
取
得
の
実
態
と
見

解
、サ
ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
は
あ
る
の
か
。

　
　

今
後
も
未
取
得
は
消
化
す
る
よ
う
働

き
か
け
た
い
。
時
間
外
勤
務
は
各
所
属
長

に
お
い
て
、
必
要
性
の
命
令
と
事
後
の
確

認
を
徹
底
さ
せ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
来
年
度
よ
り

勤
勉
手
当
の
支
給
が
可
能
。そ
の
準
備
は
。 

　
　

国
の
動
向
を
注
視
し
、
県
内
各
市
の

状
況
を
勘
案
し
進
め
た
い
。

　
　

新
山
本
町
線
・
総
合
運
動
公
園
と
白

土
湖
縦
線
交
差
点
に
信
号
機
設
置
を
。

　
　

信
号
機
の
設
置
は
住
民
や
関
係
者
の

要
望
も
あ
り
、
警
察
に
は
２
度
要
望
し
た

が
、
市
と
し
て
も
危
険
性
は
認
識
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
看
板
設
置
や
路
面
標
示

等
を
県
振
興
局
と
連
携
し
、
必
要
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

信
号
機
が
つ
か
な
い
理
由
は
。
な
ぜ

「
止
ま
れ
」
の
表
示
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　

１
度
目
の
警
察
へ
の
要
望
で
、
フ
ル

規
格
の
信
号
機
設
置
は
上
の
原
球
場
線
の

幅
員
が
狭
い
な
ど
道
路
構
造
上
、
難
し
い

と
い
う
回
答
。
２
度
目
は
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
や
一
時
停
止
線
の
設
置
を
要
望
し
た

が
、
今
後
の
交
通
実
態
を
踏
ま
え
検
討
す

る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
　

野
生
の
サ
ル
が
中
心
市
街
地
で
目
撃

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
の
害
獣
駆
除
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

　
　

県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
対
応
。
目

撃
の
サ
ル
は
基
本
的
に
は
山
に
追
い
払
う

よ
う
市
民
と
協
働
し
て
対
応
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
（
人
口
減
少
対
策
）
交
通
運
輸
産
業
と

　

介
護
職
の
強
化
、
農
業
政
策
に
つ
い
て

◇
（
学
校
運
営
と
環
境
）
学
校
の
統
廃
合

　

方
針
の
今
後
の
考
え
方
と
教
職
員
不
足

　

問
題
、
新
温
水
プ
ー
ル
建
設
で
の
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
霊
丘
公
園
運
動
広

　

場
の
代
替
策
経
過
に
つ
い
て

A Q

AQ

 

市
職
員
の
職
場
課
題

Q

A

 

有
明
の
森
フ
ラ
ワ
ー
公
園
に
係
る

 

不
正
な
事
務
処
理

A

QQA

実践クラブ

きたうら もりかね

北浦 守金 議員

市民平和の会

 くさの  かつよし 

草野 勝義 議員

QA

A QA QA Q

 

新
山
本
町
線
、
交
差
点
の
交
通
事

 

故
防
止
と
安
全
対
策

 

害
獣
の
対
策

QA

  

半
導
体
関
連
企
業
の
誘
致


